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令和 5 年 5 月 6 日 （ 土 ） 15 時 30 分 ～ 16 時 30 分

委員15名（２名欠席）
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(3)

傍聴者 〔 0 〕 名

協議資料

備　考

【グループ討議】「塩津みらい工房」の活動を拡げるために
（自身が）できること」
Ａ・塩づくりの内容の発展（小学校との差別化）、競艇場との
　　連携、広報する人を広げていく。
Ｂ・保育実習・職場体験（中）の受け入れ、年長と１年生の交
　　流。散歩、公園見守りで地域の方とのかかわりが入るとな
　　およい。
Ｃ・職場体験受け入れ。発達フォロー。登下校危険個所提言。
Ｄ・地域の掲示板利用。学校モニター、ケーブルテレビ利用。
　・児童館、公民館で遊びの提案。

協
議
の
結
果
・
備
考

中学校への拡げ
方については、
小学校とは異な
る視点も必要だ
と分かった。

意
見
の
概
要

【全体通して】
・小‐中で子どもたちの集団がある。子ども同士で考
　えてもらって、「こんな活動をしたい」という話で
　仲良くつながれるとよい。
・拾石川、こいのぼり…何気なく地域でやっている素
　晴らしい活動を子どもたちに知らせることで、気持
　ちが地域に向かうきっかけを作ることができるので
　は？

協
議
の
結
果
・
備
考

活動ありき、人
集めありきにな
らないような配
慮も必要だと感
じた。

議題

塩津地区の地域学校協働活動について
～塩津の学校と地域の未来をデザインする「塩津みらい工房」～

熟議　テーマ「地域の子どもを地域で育てるためにできること」
　①グループ討議（ABCD)　②発表　③全体協議

情報交換、その他

協議要旨

意
見
の
概
要

【グループ討議】「塩津みらい工房」に期待すること
Ａ・中学校では生徒に考えさせるような指導をしていきたい。
　・子供が本当にやりたいスポーツを地域でやらせたい。
Ｂ・小学校からの要望（２週間あれば対応可）
　・コロナ前は保育園の行事に地域の方も。（劇、読み聞か
　　せ、食育キャラバン隊、デイサービスなど）
Ｃ・異年齢交流の場を多く作る。AIとの付き合い方を学ぶ。
Ｄ・体験活動やお年寄りの戦争体験を聞くなど。
  ・子育てを相談できるサロンがあるとよい。

協
議
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果
・
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想像以上に積極
的な提案が出さ
れた。
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見
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概
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統括ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

塩津小校長 塩津小教頭 塩津小主幹 塩津小教務主任

塩津中校長 塩津中教頭 塩津中教務主任

学校運営協議会議事録

日　時

場　所 塩津中学校　大会議室

出
　
席
　
者

委員等

市教委 学校教育課課長補佐

学　校


